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自己紹介

専門は教育工学，情報教育

熊本大学教授システム学専攻（GSIS）

帝京大学 ラーニングテクノロジー開発室 講師

LMSの管理，サポート

2016年〜

大学ICT推進協議会（AXIES） 学術・教育コンテンツ共有流

通部会（CSD）にて，著作権TFとして活動

（2018年著作権法35条改正に関する普及活動）

2022年

『すごくわかる 著作権と授業』執筆（AXIES発行）
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AXIES制作の著作権教育教材

https://axies.jp/report/copyright_education/
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すごくわかる 著作権と授業
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CC-BYで公開

• 冊子版（PDF)

まだまだ人気の紙媒体

• Web版

レスポンシブ対応

• 英語版もあり

• クイズあり

すごくわかる著作権と授業 / AXIES / CC BY 4.0
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「著作権トラブル解決のバイブ

ル！ クリエイターのための権

利の本 改訂版」

大串肇 (著), 北村崇 (著), 木

村剛大 (著, 監修), 古賀海人

(著), 齋木弘樹 (著), 角田綾

佳 (著), 染谷昌利 (著), 小関

匡 (編集), 斉藤美絵 (編集) 

ボーンデジタル
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学生向け動画教材 『基礎から学ぶ著作権』

物語編＋解説編

CC-BY-ND
ND＝改変禁止

https://copyright-edu.axies.jp/video/基礎から学ぶ著作権/AXIES/CC BY-ND4.0

情報倫理デジタルビデオ小作品集の
制作スタッフ



動画もシナリオも

ダウンロードできる



2023年度はさらに15本を制作中！（年度末公開予定）

サイトもレスポンシブにして

きれいになります。

字幕もつきます。



著作権の基礎
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著作権法の目的

第1条（目的） この法律は、著作物並びに実演、レコード、放送及び有

線放送に関し著作者の権利及びこれに隣接する権利を定め、

これらの文化的所産の公正な利用に留意しつつ、

著作者等の権利の保護を図り、

もつて文化の発展に寄与することを目的とする。
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思想又は感情を創作的に表現したもの (２条１項 １号）

著作物にあたらないもの

l データ

学生数，成績一覧，実験・観測データ etc.

l 事実

「坂本龍一は２０２３年３月２８日にがんで死去した」

l アイデア

画風，作風，設定，レシピ etc.

l ありふれたもの

  「雨が降ってきたので傘を差した」，◯△□などの図形

著作物とは

12

ラブソング効果

思想感情を
感得できること



著作物か著作物じゃないか
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ツナにんじんしりしりの作り方

１．にんじんを千切りする

２．フライパンにごま油を引き１を炒める

３．2に油をきったツナを混ぜる

ツナにんじんしりしりの作り方

１．にんじんを千切りします。

２．フライパンにごま油を引き，１のにんじ

んをシナシナなるまで，よ〜く炒めます。

３．ツナ缶からツナを出して

ぎゅーっとしぼり，

２によ〜く混ぜます。



著作者と著作権者

著作者 著作物を創作する者をいう。(2条1項2号 )

プロ・アマ，年齢関係なし！

小学生の読書感想文も，小学生は著作者になりえる
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（事例）

同志社大の司法研究科教授が論文盗用 「ネット上の学生の文章に著作権はないと誤解」

ITmedia NEWS 2022年09月09日

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2209/09/news185.html


著作権とは，勝手に◯◯されない権利
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著作権（著作者の権利）

著作隣接権

実演家の権利

レコード製作者の権利

放送事業者の権利

有線放送事業者の権利

著作者人格権

著作権（財産権）

実演家人格権

著作隣接権（財産権）

著作隣接権（財産権）

公表権，氏名表示権，

同一性保持権

複製権，上演権及び演奏権，公衆送信権、送信可能化

権、公の伝達権，口述権，展示権，頒布権，譲渡権，貸

与権，翻訳権・翻案権，二次的著作物の利用に関する

原著作者の権利

氏名表示権，同一性保持権

録音・録画権，放送・有線放送

権，送信可能化権，譲渡権，

貸与権

複製権，送信可能化権，譲渡権，貸与権

創作時に自動的に発生



著作者人格権

l 公表権

いつ，どんな形態で，公表するかしないか

l 氏名表示権

本名か，ペンネームか，氏名を表示するかしないか

l 同一性保持権

著作物を無断で改変されない

表記ゆれを直しても，侵害の可能性
東京高判平成3年12月19日判時1422号123頁〔法政大学懸賞論文事件〕
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名誉声望保持権

著作者人格権は・・・

譲渡できない

相続もできない

著作者が死亡したら消滅

名誉声望保持権（60条）

著作者死亡後も

著作物を公衆に提供したり，提示したりする者は，

著作者人格権を侵害する行為をしてはいけない
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l 複製権

コピー機使う，PDFデータをコピーする，画像を添付してメール

送信，雑誌記事をスマホで写真撮る，絵を見ながら模写する

l 翻訳・翻案権

他言語翻訳，編曲，脚色，漫画化，映画化，変形 

l 公衆送信権

公衆が直接受信できるかたちで，Webで公開，LMSで公開，放

送

l 公の伝達

公衆送信されているものを受信機を使って公衆に見せること

Webサイトをスクリーンで映しながら操作して見せる

l 上映権

著作物を映写すること

スライドをスクリーンで見せる

大学に関係深い著作財産権

18

「公衆」とは
「不特定」または「多数」



著作者の権利を制限する 権利制限規定

公正な利用＝著作権者の許諾なくおこなってよい

• 私的使用のための複製（30条）

• 付随対象著作物の利用（30条の2）

• 図書館等における複製（31条）

• 引用（32条1項）

• 教育機関における複製等（35条）

• 試験問題としての複製等（36条）

• 営利を目的としない上演等（38条）
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l 私的複製

自分が見るためだったら複製してもOK

芸能人の写真を自分のスマホにスクショ保存

自分の復習のために，友達から借りた本をコピー

l 付随対象著作物

写り込みならOK

研究室紹介のHPに掲載している研究室内の写真に，

アニメのポスターが写り込んでいる

l 試験問題として複製

性質上，事前の許諾不要

過去の試験問題をオープンキャンパス等で配布はNG



授業での著作物利用
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授業での第三者の著作物利用

第三者の著作物を・・・

• 教材や課題の材料として使う →複製

• 板書する→複製

• LMSやTeamsに掲載する →複製，公衆送信

• スライドに入れて，講義で見せる →複製，上映

• YouTube動画をPCで再生しているものを，プロジェク

タでスクリーンに映す →公の伝達

• Web上で使うアプリケーションを，操作している様子をス

クリーンに映す →公の伝達

• 録画してたTVの情報番組を，講義室で再生して見せる

→上映
22



23

著作物か

保護期間内か

ライセンスはあるか

３２条（引用）を適用できるか

３５条（授業利用）を適用できるか

利用

可能

YES

YES

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

許諾をとる or あきらめる

NO



保護期間を確認する

保護期間が切れていれば利用可能

• 著作物の創作時から著作者の死後70年

• 無名、変名、団体名義の著作物、映画の著作物は、著作物

の公表時から70年

• 実演は、実演時から70年

• レコードは、音の固定（録音）時から発行後70年

• 放送・有線放送は、放送時から50年

外国の著作物は，戦時加算に注意

第二次世界大戦中は著作権が保護されていなかったものとして加算する。

加算日数は相手国によって違うが，約10年程度
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パブリック・ドメイン（PD)のものを探す

ジャパンサーチ

書籍等・文化財・メディア芸術等のデジタルアーカイブと連携した検索サイト。

教育・商用利用検索では，自由利用が可能な権利表記をもつ資料を検索可能

国立国会図書館デジタルコレクション

「インターネット公開（保護期間満了）」はPD

書籍・雑誌・音源等（※著作権が存在するものも含む）

青空文庫

書籍（※著作権が存在するものも含む）

IMSLP（国際楽譜ライブラリープロジェクト International Music Score Library Project）

パブリックドメインの楽譜

（ ※ 国によって保護期間が満了していない可能性もあるとの免責事項あり）
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https://jpsearch.go.jp/
https://dl.ndl.go.jp/
https://www.aozora.gr.jp/
https://imslp.org/wiki/Main_Page


ライセンスを確かめる

• 「フリー素材」は著作権を放棄しているわけではない

• ネットにUPされているからといって，自由に使っていい

わけではない

26
いらすとや

https://www.irasutoya.com/p/terms.html

利用規約や

利用条件の

確認が必要



クレジット表記が必須な場合もよくある
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削除や分離は禁止



クリエイティブ・コモンズ・ライセンス

「この条件を守れば私の作品を自由に使って構いません」と

いう意思表示

28

BY（表示）：クレジット（氏名，タイトル等）を表示することが条件

SA （継承 ）：改変した場合、元の作品と同じCCライセンスをつけることが条件

ND（改変禁止）：改変をしないことが条件

NC（非営利）：非営利であることが条件

CC0は自由に利用可能



ライセンスが表記してあるところから使う

Flickr, Wikipediaはライセンスが表記されている
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Wikipedia

「ライオン」の項目



GoogleやBingはライセンスで検索できる
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引用（32条）
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第三十二条 公表された著作物は、引用して利用することができる。この
場合において、その引用は、公正な慣行に合致するものであり、かつ、報
道、批評、研究その他の引用の目的上正当な範囲内で行なわれるものでな
ければならない。

条件を満たしていれば「利用」できる。

条件は「すべて」満たされなければならない。

法律に条件が全部書かれているわけではないが，

判例などにより，一般化された条件



引用（32条）の条件

l 公表された著作物であること

学生が課題で提出しただけでは「公表」したとは言えない

l 出所を明示すること

出典を書かないと出所明示義務違反（48条）

l 引用部分を改変していないこと

原文に誤字などあったとしても

写真や画像などで一部使いたい場合は，その旨を明記

32

この絵の中で，とくに
手の表現について，言及したい！

「モナ・リザ」（レオナルド・ダ・ヴィンチ） 手の部分の拡大画像



引用（32条）の条件

l 「引用」であること

• 区別性：引用した箇所が明確になっていること

インデントをとる，かぎかっこでくくる，四角で囲む等

• 主従関係：量的にも質的にも本文が「主」、引用部分が

「従」であること

33

文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文

章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章

文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章

 引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用引用

文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文

章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章文章

講義スライドは，教師の説明が「主」となる場合に

講義後スライドだけを配布する際には「引用」は難しい



引用（32条）の条件

l 引用による利用行為が「公正な慣行」に合致し、

「引用の目的上正当な範囲内」であること

• 公正な慣行

権利者に経済的に大きな影響を与えるような使い方は

NG

• 正当な範囲

言及のない箇所まで転載しない

にぎやかしのために入れるイラストはNG
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学校その他の教育機関における複製等（35条）

35
法律の条文て，むずかしい・・・・

第三十五条 学校その他の教育機関（営利を目的として設置されているものを除
く。）において教育を担任する者及び授業を受ける者は、その授業の過程における利用
に供することを目的とする場合には、その必要と認められる限度において、公表された
著作物を複製し、若しくは公衆送信（自動公衆送信の場合にあつては、送信可能化を含
む。以下この条において同じ。）を行い、又は公表された著作物であつて公衆送信され
るものを受信装置を用いて公に伝達することができる。ただし、当該著作物の種類及び
用途並びに当該複製の部数及び当該複製、公衆送信又は伝達の態様に照らし著作権者の
利益を不当に害することとなる場合は、この限りでない。
２ 前項の規定により公衆送信を行う場合には、同項の教育機関を設置する者は、相当
な額の補償金を著作権者に支払わなければならない。
３ 前項の規定は、公表された著作物について、第一項の教育機関における授業の過程
において、当該授業を直接受ける者に対して当該著作物をその原作品若しくは複製物を
提供し、若しくは提示して利用する場合又は当該著作物を第三十八条第一項の規定によ
り上演し、演奏し、上映し、若しくは口述して利用する場合において、当該授業が行わ
れる場所以外の場所において当該授業を同時に受ける者に対して公衆送信を行うときに
は、適用しない。



2018年に35条が改正されました

36

大学は
学生１人につき
７２０円/年

できることは
この３つだけ

今まで無償だっ
た遠隔合同授業
（同時）は引き続
き無償



改正著作権法第35条運用指針

権利者と教育機関で，１つのガイドラインを作成
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改正著作権法第35条運用指針

（令和3（2021)年度版）

https://sartras.or.jp/unyoshishin/



SARTRASと教育著作権フォーラム

38

SARTRAS

授業目的公衆送信補償金等管理協会

教育著作権フォーラム

教育機関 著作権管理団体

教育機関の設置者
補償金

支払

分配
分配

委員推薦 委員推薦

分配
著作権者

利用調査

運用指針

みなさんのところにも分配の連絡があるかも



35条による適法な著作物利用クエスト
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大前提 公表されてないものは適用できない

課題で提出した，授業で作成した，だけでは

「公表」しているとは言えない



「教育機関」でおこなわれる「授業」であること

40

教育機関

学校，大学，図書館，教育センター etc

授業

講義，予習・復習，ゼミ

公開講座

履修証明プログラム

教員免許講習

初等中等の特別活動（学校行事など）

初等中等教育の部活動

• FD/SD

• 大学の行事

• 大学のサークル活動

• オープンキャンパス

• 保護者会

NG

報告の必要



「教育を担任する者」と「授業を受ける者」がおこなうこと

教育を担任する者＝実際に授業をおこなう人

授業を受ける者＝教員等の指導を受けて実際に学習する人

名称は問わない

41

事務職員やTAなどの教育支援

者・補助者らが

学校内の設備を用いるなど学校

の管理が及ぶ形でおこなうのは

OK



「必要な限度」内であること

教員が客観的に必要性を説明できなければいけない

クラス内の配布，公衆送信はOK

1クラスの人数は問わない

授業参観で保護者等に配布してもOK

42

• 誰でもアクセスできる

Web公開

• 教員間の使い回し

• 全15回の授業で少しずつ

だが，結果本1冊コピー

• 授業期間外の利用

NG



表示期限を設定する

35条適用コンテ

ンツは，授業期間

終わりまで

43

「情報基礎１」「情報基礎２」のような授業で，

「１」を受けることが「２」の前提になっているような場合は，「２」の終了までOK



ここまできたら35条適用できそうに思えるが・・・

44



35条には，ただし書きがある！

45

ただし、当該著作物の種類及び用途並びに当該複製の部数及び当該複製、公衆送信又は
伝達の態様に照らし著作権者の利益を不当に害することとなる場合は、この限りでない。



著作権者の利益を不当に害することとなる場合

• 通常購入して利用すべき著作物を買わずに済むようなかたちで

学生・生徒に提供すること

ex)ドリル，参考書，問題集，教育用映像ソフト，脚本，楽譜など

• プログラムやアプリケーションを1つもしくは1ライセンスだけ購入

し，複数の学生・生徒に複製・配布

• 美術や写真等を集めて，高品質で製本したものを配布

• 授業で扱うかわからない状態で，組織的に著作物を素材として，

データベース化，ライブラリ化

• 授業では直接扱わないが，参考資料としてコピーを配布
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全部を複製しても利益を不当に害さない可能性が高い

• 採択された教科書中の著作物の利用

• 一部だけを使うことが難しいもの，一部を切り取ることによって

同一性保持権を侵害してしてしまう場合

• 俳句、短歌、詩等の短文

• 新聞に掲載された記事等の言語の著作物

• 写真、絵画（イラスト、版画等を含む）

• 彫刻その他の立体の美術の著作物

• 発行から相当期間を経て入手しにくくなった雑誌などの記事

• 学生・生徒が購入している資料の一部（図やグラフなどは全部）を，

スクリーンに投影して見せるために複製

• 授業風景や解説の動画の中で，映像の一部になっている著作物
47



授業で学生に著作物を扱わせる際も同様

すべてをクリアすれば適法な利用に・・・
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上映などの権利制限（３８条）

49

第三十八条 公表された著作物は、営利を目的とせず、
かつ、聴衆又は観衆から料金を受けない場合には、公に
上演し、演奏し、上映し、又は口述することができる。
ただし、当該上演、演奏、上映又は口述について実演家
又は口述を行う者に対し報酬が支払われる場合は、この
限りでない。

非営利・無償なら，上映や口述ができる

基本的に，大学の授業は該当



動画を授業で使用する場合

講義室での対面授業

• テレビやPCを使って，放送・配信されているものを受信して，

スクリーンに映す →公の伝達 →３５条

• 録画したものを上映 →３８条

オンライン授業

• LMSやTeamsの配信 → 公衆送信 →３５条

• Zoom等のテレビ会議で画面共有 →公衆送信 →３５条

３５条は「ただし書き」に注意

動画を全部や，ずっとオンデマンドで見られるようだとNGの可

能性
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オーバーライド問題

販売DVD・Blu-rayの「おことわり画面」

51

どちらが優先されるか専門家でも意見がわかれる

個別事案による



契約違反になる場合もある

52

Netflixの利用規約

「お客様の個人的な非商業的用途に限る」

Netflixを見れる人は契約しているので，契約違反になる可

能性がある

オープンアクセスのWebサイトの掲載されている著作物で，

ひっそり目立たないところに「転載不可」などと書かれていて，

同意についてクリックも求めていない場合には，

契約とはならない可能性が高い
（経済産業省「電子商取引及び情報財取引等に関する準則」（2020年）39頁）

https://www.meti.go.jp/press/2020/08/20200828001/20200828001-1.pdf



許諾をとる

著作財産権は譲渡できる。著作者 ≠ 著作権者 となることもある。

著作者人格権に関すること→著作者に許諾をとる

著作権（財産権）に関すること→著作権者に許諾をとる

共同著作物の場合は，全員の許諾が必要

二次的著作物の場合は，原著作権者と二次的著作物の著作権者の両

方の許諾が必要

著作権を管理している団体の窓口をまず調べると良い
「著作権等管理事業者は、正当な理由がなければ、

取り扱っている著作物等の利用の許諾を拒んではならない」

（著作権等管理事業法16条） →基本的に対価を払えばOK

53

文化庁「著作物の正しい利用方法」
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/gaiyo/riyohoho.html



まとめ

l 引用（３２条）

• 条件を全部守れば利用できる

l 授業での複製等（３５条）

• 複製，公衆送信，公の伝達だけ

• 同時以外の公衆送信は補償金を支払う

• ただし書きに注意

l 非営利・無償の上映（３８条）

• 利用規約に注意

l 権利制限を適用できない場合は，許諾をとる
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おまけ 生成AI

55
文化庁「AIと著作権」

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/93903601_01.pdf

享受を目的としない情報解析はできる（30条の4）

著作物が学習データとして用いられないよう，オプトアウトすることも必要



出力されたものの扱い

56

プロンプトや生成されたものに著作権が発生するか議論中

そのまま機械翻訳しただけだったら，新たな創作性は発生していない。

単純な単語の羅列や短い文章で生成されたものは，著作物とならない可能性

が高い。

プロンプトに創作性があり，出力されたものからその創作性を感得できるよう

な場合は，著作物になる可能性もある。

OpenAIの利用規約だと，出力されたものは，自由に利用できる。



著作権侵害になる可能性もある

文化庁「AI と著作権に関する考え方について」2/12までパブコメ

文化審議会著作権分科会において報告・審議後，公開される予定
57

前提として「著作物」
であること



さいごに

法律は解釈のものなので，正直裁判になってみないとわから

ないことが多い

→ 個別事案を「総合考慮」の上，判断する必要がある

気をつけられることを気をつけて

権利制限の範囲で，公正利用しましょう

許諾をとると確実
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参考資料

l すごくわかる 著作権と授業 大学ICT推進協議会

l 教育現場と研究者のための著作権ガイド

上野達弘編，有斐閣，2021

l 改正著作権法第35条運用指針（令和3（2021）年度版）

l 文化庁 著作権に関する教材・講習会

l 文化庁 著作権セミナー「AIと著作権」（令和5年度）

l AIと著作権

上野 達弘，奥邨 弘司 編著，勁草書房，2024
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